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事業者ロゴ
事業者名：The Royal Crew株式会社
所在地 ・ 担当者アドレス：神奈川県横浜市西区みなとみらい3-6-1 

みなとみらいセンタービル19F  media@theroyalcrew.jp

１ 取組の概要

SUST ʻĀINABILITY(サスティナビリティ：持続可能性 )
( ʻĀ INAとはハワイ語で大地という意味 )
毎日の食事を環境（大地）にやさしい選択へ

物が溢れている豊かな時代の影には生産者様や問屋様、飲食店様などあらゆる事業者様が思いを

込めて作られた商品が業界的な慣習や様々な理由によって廃棄・ロスへと繋がってしま っております。

思いを込めて作られた商品だからこそ、元を辿れば一つの大切な命だからこそ廃棄やロスに繋げる前に

出来るこ とがあるのでは無いか？と感じ、フードロス削減のお手伝いだけではな く賛同頂いた店舗様に

最大限のメ リ ッ ト を提供出来るようにこの度 ” OZ ” を開発させて頂きました。

現状、課題として生産者・卸売業社・飲食店における食品ロスを今までにない形でto Cはもちろんのこと、 to Bの事業者間でも有効活
用を促すような取組をしています。
フードロスの削減に合わせて、事業者さまの生産性の向上にも取り組んでいます。
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２ ビジネスモデル

✓ 取組みとしては非常にシンプルで、事業者さまに月額サービス利用料もしくは販売手数料をいただくかたちでロスに

該当しそうな商品・通常の商品をプラットフォームに掲載していただき郵送 or 店舗引き取り or 店舗における飲食に

て消費していただき、ロスを削減致します。
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３ 提案（Proposing）

 現状、卸売業者さま→スーパーなどの小売店に納品後、消費者が手に取らなかった商品

は赤伝票という形で卸売業者のもとに返品されており、卸売業者の手元に戻ってきた商

品は販売経路が無いのでまだ食べられるにも関わらず横浜市にお金を払い焼却処分して

いる事実があり、1卸売業者の実績として昨年度の廃棄額だけで2,000万円にのぼるそう

です。生産→小売までそれぞれのジャンルに合わせたロス削減サービスを組むことで、大幅

なロスの削減を実現することが可能だと考えています。

 お酒に関しても酒税法の関係上、一度仕入れた飲食店で売れなかった場合に廃棄する

しかないのが実情ですが、酒税法改正により店舗間での交換 or 売買を可能にする、もし

くは弊社プラットフォームへの掲載を可能にすることにより有効活用が出来ると考えています。

 人間が食べられる状態のものは人間で、少し時期をすぎてしまったものは漬物に変える or 

動物園の飼料とする or ドッグフードにして販売する等、できることは様々あると感じていま

す。


